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3）tI－は近似スケジュールの長さであ  

り，t†1と処理時間pjは整数値と仮定する・  
次のように0－1整数変数  

1．はじめに   

本研究では，タスクの処理時間が曖昧で  

あるというイ反定の下で或る資源制約下の2  

目的プロジェクト・スケジューリング問題  

を取り扱う．曖昧な処理時間はタスクの処  

理完了に関する満足度としてファジィ理論  

の帰属度関数によって特徴づけ，2目的問  

題を考える為にはスケジュールベクトルと  

いう概念を導入する．上記の設定のもとで  

最大完了時刻を最′」、化すると同時に処理時  

間に関する満足度の最′J、値を最大化する，  

2目的に対してバランスのとれた非劣スケ  

ジュールを求めうる解法を提案し，その妥  

当性や計算の難しさについて論じる．   

2．問題の定式化及び解法  
2．1整数処理時間を持つ問題   

ここでは，次のような離散再生可能な資  
源制約下のプロジェクト ・スケジューリン  

グ問題を取り上げる．  

1）処理すべきタスクT＝（Tl，T2．…，Tn）があ  

り，任意のTjO＝1，2，…，n）には処理時間  
がbjで与えられている・分割処理はゆるさ  

ない．Cmaxはすべてのタスクの最大完了  

時刻である．  

2）タスクTjを処理するためには離散再生資  

1：iftaskT・iscompletedinperiodt J  

（t＝0，1，…，tH）  Ⅹ＝  
jt  

し0：Otherwise  

と定義する．タスクとそれらの先行関係に  

相当する結合点と矢線からなる資源制約下  

のプロジェクト・ネットワーク汀ask on－  

node）において最大完了時刻を最′J、化する問  

題に対してB．Talbotは次のような0－1整数計  

画問題として定式化し，効率よい解法を提  

案している［1］【2】．  

l れ  

mlnlmlZe  Cmax＝∑tx。t   
t一亡                                                      ¶  

（2・1）  

SuqeCttO ∑xjt＝1，j＝1，2，・・・，n（2・2）  
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Rk（Tj）xjq≦mk，t＝1，2，・・・，tH  

k＝1，2，…，S（2．4）  
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R（Tj）＝［Rl（Tj），R2（Tj），・・・，Rs（Tj）］  n トpi－1  

∑ ∑  
ト1qbl  

t＝1〉2〉・‥）tH   

i＝1，2，…，m（2．5）  

Ⅹ．≦1， Jq  が必要になり，mk（k＝1，2，…，S）単位が利用  

可能である・ここでRk（Tj）はのTj処理に必  

要となるkタイプの資源を示す．  
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ここで，タスクTjに対して，  

句は最早時刻   

1jは最遅時刻  

吋ま隣接先行結合点の集合  

を表し，制約式P．2）は各タスクが完了する  

ことを，（2．3）とP．4）は先行関係と資源制約  

条件を，（2．5）は各期間で少なくとも1つの  

タスクが処理されることを示している．   

2．2 ファジィ処理時間を持つ問題   
従来のプロジェクト・スケジューリング  

問題においてはスケジュールを特徴づける  

パラメー タは明確に規定されねばならな  

かったが，現実のスケジューリングにおい  

ては，全てのパラメータが明確な形で表さ  

れるとは限らない・本研究では2．1の（1），  

P），P）とタスクの処理時間が暖昧である，  

即ち，（2・3）式のpjがファジィであるという  
仮定のもとで或る資源制約下のプロジェク  

ト・スケジューリング問題を取り扱  

う・戸＃タスクTjの暖味な処理時間を示す  

ファジィ数であり，「だいたいpjくらい」  
という概念である．この暖昧さはタスクの  

処理完了に関する満足としてファジィ理論  

の次のような帰属度関数によって特徴づけ  

られる．  

Su切ectto  几∈n   

口は実行可能なスケジュールの集合で，  

匹j。i。亡min〈叫）1  

とする．解法の概略としては二つの目的を  

要素として持つスケジュールベクトルとい  

う概念を導入し，非劣スケジュールを定義  

する．満足度区剛0，1］における主問題をn  

本の帰属度関数の交差点によって部分問題  

に分ける．cmaxと満足度との関係及び  

Talbotの解法に基づいて原則的に全ての部  

分問題を解いてゆき，非劣スケジュールを  

求める．   

3．おわりに   

本研究を通じてファジィ理論の帰属度関  

数概念を従来のプロジェクト・スケジュー  

リングの処理時間の暖昧さに取り入れるこ  

とにより意思決定者の主観をも考慮した定  

式化を実現した．ファジィ目的も取り扱う  

2日的問題を提案し，その有効な解法を示  
すと共にその妥当性及び計算の複雑さにつ  

いて論じる．どの様な帰属度関数を用いる  

べきかはこれからの研究の課題である．  
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（1  （pj≦Poj）  

両pj）＝  （poj≦pj≦Poj十ej）  

し 0   
（poj＋ej≦pj）   

ここで，勺，Pojは非負の整数である．  

上記の設定のもとで最大完了時刻を最小化  

する同時に処馴寺問pjに関する榊足度の最  
小値を最大化する次の2目的プロジェク  

ト・スケジューリング問題を提案する．  

maximize匹j。．i。几and minlmize Cニ。X  
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